
　

日
一
日
と
暖
か
く
な
り
、
ト
ラ
ク

タ
ー
の
エ
ン
ジ
ン
音
に
せ
か
せ
ら
れ

農
作
業
が
忙
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

道
の
駅
を
中
心
と
し
た
巡
回
バ
ス

の
運
行
が
週
7
便
4
月
１
日
か
ら
始

ま
り
、
今
月
22
日
に
は
道
の
駅
「
日

野
川
の
郷
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
町
民
一
丸
と
な
っ
て
賑
わ
い
の

あ
る
町
づ
く
り
の
為
に
盛
り
上
げ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
国

勢
調
査
の
速
報
値
が
提
示
さ
れ
ま
し

た
。
人
口
が
4
7
6
4
人
、
高
齢
化

率
4
9
.
7
％
、
5
年
前
と
比
較
す

れ
ば
6
9
6
人
減
、
高
齢
化
率
も

3
％
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
こ
の
先
10

年
、
20
年
を
見
据
え
れ
ば
ど
ん
な
姿

が
想
像
出
来
る
の
か
「
住
ん
で
良

か
っ
た
」
「
住
ん
で
み
た
い
」
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
と
、
小
さ
く
て
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
町
で
あ
り
た
い
と
想

う
こ
の
頃
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田　

記

日
南
町
を
選
ば
れ
た
き
っ
か
け
は
？

　

ネ
ッ
ト
の
研
修
生
募
集
サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
知
り

決
め
ま
し
た
。
大
学
を
卒
業
し
て
会
社
勤
め
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
都
会
の
暮
ら
し
が
肌
に
合
わ
な
く
て
、
静
か
な
田
舎

が
い
い
と
移
住
を
決
意
し
ま
し
た
。

農
業
ど
う
で
す
か
？

　

２
年
間
の
研
修
を
終
え
、
ト
マ
ト
栽
培
を
始
め
て
５
年
に

な
り
ま
す
。
規
模
拡
大
な
ど
い
ろ
ん
な
悩
み
は
あ
り
ま
す
が
、

な
ん
と
か
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
青
年
就
農
給
付
金

事
業
に
よ
り
、
所
得
補
償
制
度
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
が
大
変
で
す
。
個
人
的
に
は
３
０
０
万
は
稼
が
な
い
と
生

活
で
な
い
と
思
い
ま
す
。

近
所
付
き
合
い
と
か
ど
う
で
す
か
？

　

日
南
町
に
来
て
か
ら
２
回
引
っ
越
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
集
落
で
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
、
付
き
合
い
も
続
い
て
い

ま
す
し
、
地
域
の
行
事
に
も
忙
し
く
な
く
て
誘
い
が
あ
れ
ば

で
き
る
だ
け
参
加
し
て
い
ま
す
。

日
南
町
の
「
婚
活
」
に
は
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

結
婚
で
す
か…

。
今
は
頭
に
な
い
と
い
う
か
、
仮
に
結
婚

し
て
も
苦
労
ば
っ
か
り
で
パ
ー
ト
ナ
ー
を
幸
せ
に
で
き
る
か

不
安
で
す
。

新
し
く
「
道
の
駅
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
が
。

　

今
は
ト
マ
ト
だ
け
で
な
く
シ
イ
タ
ケ
栽
培
や
葉
物
野
菜
も

作
付
し
て
い
ま
す
の
で
出
荷
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
店
員
の

方
に
は
商
品
の
特
長
を
し
っ
か
り
説
明
し
て
、
お
客
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。
ど
れ
だ
け
賑
わ
う

か
、
最
初
が
肝
心
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
南
町
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

　

や
っ
ぱ
り
冬
期
間
に
安
定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
る
仕
事
が

あ
る
町
に
し
て
ほ
し
い
。
農
閑
期
に
は
バ
イ
ト
で
今
ま
で
の

研
修
が
生
か
せ
る
仕
事
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と
子
育
て
世
代
に
し
っ
か
り
税
金
を

使
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　　　

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　

委 

員 

長　

久
代　

安
敏

　
　
　

副
委
員
長　

足
羽　
　

覚

　
　
　

委　
　

員　

大
西　
　

保

　
　
　
　

 

〃　
　

  

近
藤　

仁
志

　
　
　
　

 

〃　
　

  

福
田　
　

稔

神奈川県
(横須賀市)
神奈川県
(横須賀市)

日南日南
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３
年
前
、
議
員
提
案
に
よ
り
始
ま
っ

た
「
日
南
町
住
宅
改
修
助
成
条
例
」
と

「
日
南
町
意
欲
あ
る
農
業
者
支
援
条

例
」
が
、
さ
ら
に
３
年
間
継
続
さ
れ
ま

す
。　

3月2日～3月23日（22日間）3月2日～3月23日（22日間）

すべての子どもの保育料、無料化へすべての子どもの保育料、無料化へ

　

日
南
町
議
会
の
３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。
増
原
町
長
に
よ
る
平
成
28
年
度
施
政
方
針
説
明
を
受
け
て
、
７
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
執
行
部
の
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
27
年
度
補
正
予
算
、
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
な
ど
各
会
計
の
当

初
予
算
お
よ
び
条
例
案
は
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

予
算
審
査
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
担
当
課
か
ら
詳

し
い
説
明
を
求
め
、
住
民
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
予
算
と
な
る
よ
う
審
議
を
深
め
ま
し
た
。

　

日
南
町
議
会
の
３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。
増
原
町
長
に
よ
る
平
成
28
年
度
施
政
方
針
説
明
を
受
け
て
、
７
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
執
行
部
の
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
27
年
度
補
正
予
算
、
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
な
ど
各
会
計
の
当

初
予
算
お
よ
び
条
例
案
は
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

予
算
審
査
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
担
当
課
か
ら
詳

し
い
説
明
を
求
め
、
住
民
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
予
算
と
な
る
よ
う
審
議
を
深
め
ま
し
た
。

平成28年度　会計別当初予算額
移住専任相談員の配置

(2,738千円)
移住専任相談員の配置

(2,738千円)

高齢者の運転免許証自主返納支援
(200千円)

高齢者の運転免許証自主返納支援
(200千円)

生山駅最寄りに移住定住の
ための分譲住宅を造成（7戸の予定）

(38,600千円)

生山駅最寄りに移住定住の
ための分譲住宅を造成（7戸の予定）

(38,600千円)

「ふるさと納税de同窓会」
（600千円）

「ふるさと納税de同窓会」
（600千円）

日南町産米の検査手数料支援事業
1袋30㌔ｇあたり54円

(6,600千円)

日南町産米の検査手数料支援事業
1袋30㌔ｇあたり54円

(6,600千円)

「道の駅」で販売する
特産品商品化の実証事業

(3,650千円)

「道の駅」で販売する
特産品商品化の実証事業

(3,650千円)

金　額会　計

一　般　会　計

国民健康保険会計

簡 易 水 道 会 計

農業集落排水会計

介 護 保 険 会 計

介護サービス会計

後期高齢者医療会計

病 院 事 業 会 計

　　　　収益的収支

　　　　資本的収支

合　　計

平成 28年度にちなん町立保育園

園 名

山の上
にちなん
石　見

年 齢
クラス
園児数
園児数
園児数
総 数

助成の制度

住宅改修
助成事業

意欲ある
農 業 者
支援事業

単位(千円)

事業実績
（税抜き）
補助金額と
件数
事業実績
（税抜き）
補助金額と
件数

168,607

23,768
111件

31,455

5,657
27件

87,938

12,363
65件

11,339

2,545
11件

115,979

17,019
97件

8,879

2,164
9件

372,524

53,150
273件

51,673

10,366
47件

平成25年度 平成26年度 平成27年度 合  計

5歳児
きりん
2

12＋①
3

17＋①

4歳児
うさぎ

16
5
21

3 歳児
りす
2
13
5
20

2 歳児
ひよこ
2
20
6
28

1 歳児
ぱんだ
3
7＋⑦
２＋①
12＋⑧

総 数

9
68＋⑧
21＋①
98＋⑨

64億1,430万3千円

8億350万4千円

3億1万2千円

1億9,584万4千円

10億6,000万2千円

1億4,100万5千円

9,312万9千円

190万1千円

12億7,346万7千円

11億2,497万円

1億4,849万7千円

102億8,316万7千円

対前年度比

△11億7,364万9千円

△5,936万1千円

4万2千円

△1,140万7千円

△2,696万2千円

△5,019万1千円

△975万7千円

△1,504万5千円

△5,587万8千円

△176万8千円

△5,411万円

△14億220万8千円

保育園

再生可能エネルギー
発 電 事 業 会 計

議
員
提
案
の
条
例
が

継
続
さ
れ
ま
す

少子化対策・子育て支援としてこれまでも町独自に保育料が
減免されていましたが、新年度からすべての子どもの保育料
が無料となります。これにより保護者負担軽減額は、年間約
700万円。また、放課後児童クラブなどの保護者負担も軽減
するよう議会から意見書を上げています。

　　　　　　○印はH28年中途入所予定者   

３月定例会３月定例会

平成 28年度　おもな新規事業

参加者にふるさと納税を１万円していただ
くことにより、実質負担額２,０００円で同窓
会を開催できます。

日南町内で同窓会をすれば特典があります。

にちなん議会だより　 平成28年4月発行　No.143
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審
査
報
告

１
．
企
画
課
の
嘱
託
職
員
等

　
　

　

企
画
課
内
に
は
移
住
専
任

相
談
員
と
地
域
お
こ
し
協
力

隊
、
集
落
支
援
員
、
地
域
づ

く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
の

嘱
託
職
員
等
が
多
く
配
置
さ

れ
て
い
る
が
そ
れ
ぞ
れ
の
業

務
が
分
か
り
づ
ら
い
。
業
務

内
容
に
つ
い
て
重
複
す
る
と

こ
ろ
は
連
携
の
あ
る
仕
組
み

を
つ
く
ら
れ
実
効
性
の
あ
る

も
の
と
さ
れ
た
い
。

２
．青
年
結
婚・U
I
タ
ー
ン

　

  

促
進
事
業

　

新
た
に
移
住
専
任
相
談
員

と
２
つ
の
地
域
に
集
落
支
援

委
員
を
配
置
し
、
定
住
促
進

を
進
め
ら
れ
る
が
、
情
報
の

発
信
と
共
有
を
図
り
移
住
者

及
び
移
住
希
望
者
の
相
談
に

応
え
成
果
を
上
げ
ら
れ
た
い
。

　
　３

．
観
光
振
興
対
策
事
業

　

「
非
常
勤
職
員
」
賃
金
と

し
て
観
光
協
会
会
長
の
賃
金

を
計
上
し
、
別
に
観
光
協
会

へ
業
務
委
託
金
を
計
上
し
て

い
る
が
、
観
光
協
会
業
務
委

託
金
の
中
に
「
非
常
勤
職

員
」
の
賃
金
も
含
め
る
べ
き

で
あ
る
。

４
．
山
村
情
報
バ
ン
ク
事
業

　

委
託
内
容
は
、
不
在
村
地

主
の
対
応
等
で
あ
る
。
地
籍

調
査
で
も
不
在
村
地
主
に
つ

い
て
は
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

本
来
町
が
行
う
べ
き
で
あ
る
。

５
．
子
育
て
支
援
策

　

保
育
料
の
無
償
化
を
さ
れ

る
が
一
時
預
か
り
利
用
料
は

有
償
と
な
っ
て
い
る
。
保
育

料
と
同
様
に
無
償
と
す
べ
き

で
あ
る
。

　

０
歳
児
預
か
り
保
育
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
事
業
所

内
保
育
利
用
料
は
1
/
2
軽

減
を
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

人
員
確
保
と
合
わ
せ
て
完
全

無
償
化
を
実
施
さ
れ
た
い
。

６
．日
南
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業

　

地
方
創
生
加
速
型
27
年
度

補
正
予
算
８
０
０
万
円
と
合

わ
せ
１
，
３
５
０
万
円
を
業

務
委
託
さ
れ
る
が
委
託
先
の

選
定
を
含
め
精
査
さ
れ
、
必

ず
十
分
な
成
果
が
上
が
る
よ

う
実
施
さ
れ
た
い
。

７
．
高
齢
者
の
運
転
免
許
証

　

   

自
主
返
還
支
援
事
業

　

自
主
返
納
の
き
っ
か
け
づ

く
り
と
し
て
当
分
の
間
交
通

手
段
を
確
保
す
る
目
的
で
発

行
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
返

納
者
の
希
望
に
よ
り
一
人
１

万
円
の
タ
ク
シ
ー
券
か
町
営

バ
ス
回
数
券
一
人
１
万
円
分

か
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

８
．
町
有
林
事
業

　

町
有
林
２
，
２
８
２
ha
の

う
ち
分
収
造
林
が
６
６
６
ha

あ
る
。
林
業
政
策
に
お
い
て

常
任
委
員
会
の
設
置

 

部
門
に
属
す
る
町
村
の
事
務

に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
議
案
、

陳
情
等
を
審
議
し
ま
す
。
任
期

は
２
年
で
す
が
、
後
任
者
が
専

任
さ
れ
る
ま
で
在
任
し
ま
す
。

●
総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　

（
定
数
６
人
）

　

所
管
す
る
の
は
、
総
務
課
、

企
画
課
、
住
民
課
、
教
育
委
員

会
で
す
。

●
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　

（
定
数
６
人
）

 

所
管
す
る
の
は
、
農
林
課　

農
業
委
員
会
、
建
設
課
、
福
祉

保
健
課
、
保
育
園
、
日
南
病
院

で
す
。

議
会
運
営
委
員
会（
定
数
５
人
）

　

議
会
の
運
営
を
円
滑
。
効
率

的
に
進
め
る
た
め
委
員
会
で
あ

り
、
委
員
が
そ
の
任
期
中
在
任

す
る
常
設
の
期
間
で
す
。

特
別
委
員
会

　

特
定
の
事
件
に
限
っ
て
設
置

さ
れ
る
臨
時
的
な
機
関
で
あ
っ

て
、
そ
の
事
件
の
審
議
や
調
査

が
終
了
す
れ
ば
消
滅
し
ま
す
。

　

必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

議
会
の
議
決
で
置
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　

（
定
数
５
人
）

　

議
会
の
議
事
及
び
活
動
等
に

つ
き
、
広
く
町
民
に
周
知
徹
底

を
図
る
た
め
議
会
広
報
紙
を
定

例
会
後
に
年
４
回
発
行
し
ま
す
。

　

そ
の
他
の
特
別
委
員
会
と
し

て
次
の
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

●
中
心
地
域
整
備
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会（
議
員
全
員
）

●
議
会
基
本
問
題
調
査
特
別
委

員
会（
議
員
全
員
）

●
行
政
調
査
特
別
委
員
会

全
員
協
議
会

　

全
員
協
議
会
は
、
「
議
案
の

審
査
又
は
議
会
の
運
営
に
関
し

協
議
ま
た
は
調
整
を
行
う
た
め

の
場
」
と
し
て
法
律
上
明
確
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
議

長
が
主
宰
す
る
も
の
で
す
が
、

招
集
に
つ
い
て
は
議
会
運
営
委

員
会
に
諮
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

　

　

　

　

予 

算 

審 

査 

特 

別 

委 

員 

会 

の 

審 

査 

報 

告

予 

算 

審 

査 

特 

別 

委 

員 

会 

の 

審 

査 

報 

告

　

３
月
定
例
会
で
は
、平
成
28
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、各
会
計
予
算
の
審
議
に
あ
た
り
、本
会
議
で
の
質
疑
後
、予
算
審
査
特

別
委
員
会（
委
員
長　

山
本
芳
昭
）を
設
置
し
て
、平
成
28
年
３
月
３
日
、４
日
、８
日
、９
日
、10
日
、14
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
各
議
案
の
会
計
予
算
に
つ
い
て
関
係
職
員
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
る
な
ど
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

嘱
託
職
員
等
の

　

業
務
内
容
を

　
　

明
確
に
し
連
携
を　

委
託
先
を

　

精
査
し

　
　

成
果
を
上
げ
よ

安
定
的
な
運
営
に

　

町
の
支
援
強
化
を

住
民
の
ニ
ー
ズ
に

　

対
応
し
た
医
療
を

分
収
造
林
の

　

必
要
性
の
審
議
を

返
納
者
の

　

希
望
に
て

　
　

発
行
の
選
択
を

移
住
専
任
相
談
員
と

　

集
落
支
援
員
の

　
　

配
置
で
成
果
を

非
常
勤
職
員
の
賃
金
も

　

業
務
委
託
金
に

　
　

含
め
る
べ
き

不
在
村
地
主
の
地
籍

　

調
査
は
本
来
町
が

　
　

行
う
べ
き

保
育
料
の

　

完
全
無
償
化
を

　
　

実
施
で
き
な
い
か

議 会

あ
ら
か
る
と

あ
ら
か
る
と

循
環
林
の
重
要
性
は
理
解
で

き
る
が
、
昨
年
の
林
業
情
勢

を
ふ
ま
え
た
上
で
分
収
造
林

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
分
収

割
合
を
含
め
町
有
林
管
理
経

営
審
議
会
に
お
い
て
審
議
さ

れ
た
い
。

９
．
日
南
福
祉
会
の
負
担
金

　

   　
　

日
南
町
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
提
供
す
る
社
会
福
祉

法
人
日
南
福
祉
会
は
、
介
護

士
な
ど
の
人
員
不
足
に
よ
る

事
業
所
閉
鎖
や
国
の
介
護
報

酬
の
大
幅
な
引
き
下
げ
に
よ

り
経
営
状
態
が
一
段
と
厳
し

く
な
っ
て
い
る
。　

介
護
保

険
事
業
の
安
定
的
な
運
営
に

取
り
組
め
る
よ
う
町
と
し
て

支
援
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

10
．
町
民
の
ニ
ー
ズ
の
把
握

　

過
疎
化
の
進
行
に
伴
い
、

患
者
数
も
減
少
し
、
病
院
経

営
も
厳
し
さ
を
ま
し
て
い
る
。

例
え
ば
町
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
り
直
接
意
見

を
聞
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
す
る
な
ど
し
て
、
日
南
病

院
の
基
本
方
針
に
も
あ
る
よ

う
に
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
適
切
な
医
療
の
提
供

に
努
め
ら
れ
た
い
。

議
会
は
、本
会
議
以
外
の
常
任
委
員
会
や
特
別
委
員
会

を
設
置
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
に
審
査
を
分
担
し
ま
す
。

ま
た
、必
要
に
応
じ
て
全
員
協
議
会
も
開
か
れ
ま
す
。

にちなん議会だより　 平成28年4月発行　No.143

－4－－5－



山本芳昭議員近藤仁志議員

地籍調査の現場

地域に期待される農業法人（株）ファームイング

－6－－7－

町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

　
　
　
地
籍
調
査

①
調
査
着
手
か
ら
終
了
ま
で
何
年
か
か
る
か
。

②
町
全
体
の
現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
ま
た
調
査
終
了

予
定
年
度
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
か
。

③
境
界
の
確
定
だ
け
で
も
先
行
で
き
な
い
か
。

　
　
　
増
原
町
長

①
調
査
地
区
1
ブ
ロ
ッ
ク
の
調
査
着
手
か
ら
終
了
ま
で
は
、

5
年
を
目
安
に
実
施
し
て
い
る
。

②
平
成
27
年
度
末
の
進
捗
見
込
み
は
、
調
査
済
み
面
積
77
・

53
㎢
、
進
捗
率
24
・
56
％
。
調
査
終
了
は
2
0
4
0
年
代

か
ら
2
0
5
0
年
代
と
な
る
見
込
み
。

③
測
量
し
て
登
記
ま
で
行
わ
な
い
と
地
籍
調
査
完
了
と
な
ら

な
い
が
、
土
地
所
有
者
に
よ
る
境
界
の
保
存
は
非
常
に
重

要
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
災
害
・
防
災

①
災
害
復
旧
工
事
は
い
つ
か
ら
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
実
施

さ
れ
る
か
。

②
水
路
改
修
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
さ
れ
る
か
。

③
新
石
見
小
水
力
発
電
所
再
稼
働
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

④
町
と
自
衛
消
防
は
ど
の
よ
う
に
連
携
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
町
長

①
二
次
災
害
を
防
ぐ
応
急
工
事
を
2
月
に
完
了
。
今
後
は
町

が
事
業
主
体
と
な
っ
て
単
県
補
助
事
業
に
よ
り
、
測
量
・

調
査･

設
計
を
行
い
、
予
算
確
保
し
な
が
ら
災
害
復
旧
工

事
を
実
施
し
た
い
。

②
水
路
の
測
量
調
査
及
び
機
能
診
断
調
査
等
を
行
い
、
水
路

改
修
の
方
向
性
を
定
め
た
う
え
で
、
水
路
の
改
修
工
事
に

着
手
す
る
。

③
小
水
力
発
電
所
を
所
管
す
る
経
産
局
へ
の
事
故
報
告
に
お

い
て
、
ヘ
ッ
ド
タ
ン
ク
（
上
水
槽
）
に
つ
い
て
も
精
査
す

る
よ
う
に
と
の
指
導
が
あ
っ
た
。
専
門
家
、
有
識
者
の
意

見
を
踏
ま
え
、
復
旧
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
る
。

④
自
衛
消
防
は
自
治
会
長
の
指
示
に
よ
っ
て
出
動
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
町
は
各
ま
ち
協
防
災
担
当
部
署
と
も

連
携
を
取
っ
て
い
る
。

　
　
　
町
道
改
良
工
事

①
野
田
塚
原
線
の
工
期
は
何
故
延
長
さ
れ
た
か
。

②
霞
福
塚
線
の
今
後
の
工
事
予
定
は
。

　
　
　
町
長

①
新
石
見
小
水
力
発
電
所
関
連
工
事
が
平
成
27
年
11
月
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
町
道
改
良
工
事
の
年
内
完
成
が
困

難
と
な
っ
た
。

②
無
坂
川
の
護
岸
付
替
、
道
路
横
断
函
渠
、
道
路
改
良
、
舗

装
工
事
の
順
で
交
付
金
予
算
を
確
保
し
な
が
ら
進
め
る
。

　
　
　
日
南
町
の
集
落
と
、
そ
の
生
活
を
守
り

　
　
　
続
け
る
た
め
の
方
向
性
と
課
題

　
中
心
地
域
整
備
が
目
に
見
え
る
形
で
着
実
に
進
行
し
て
い

る
な
か
、
町
内
の
集
落
を
守
り
、
住
民
の
生
活
不
安
解
消
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
の
が
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
農
業

生
産
法
人
を
は
じ
め
と
す
る
集
落
営
農
組
織
と
考
え
る
。

①
ま
ち
（
む
ら
）
づ
く
り
協
議
会
に
期
待
す
る
活
動
は
。

②
役
場
各
課
か
ら
委
員
の
選
考
、
調
査
等
依
頼
さ
れ
る
が
中

身
を
精
査
し
担
当
課
に
一
元
化
で
き
な
い
か
。

③
鳥
取
県
と
日
本
財
団
に
よ
る
「
日
南
町
の
中
心
地
域
内
の

公
共
交
通
、
こ
れ
と
他
の
地
域
を
結
ぶ
公
共
交
通
」
に
つ

い
て
、
そ
の
内
容
と
日
南
町
の
関
わ
り
方
は
。

④
町
内
の
農
業
生
産
法
人
は
何
団
体
あ
る
か
、
そ
の
中
で
常

時
雇
用
さ
れ
て
い
る
団
体
は
。

⑤
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
職
員
に
求
め
て
お
ら
れ
る
し
、
「
総

合
戦
略
」
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
プ
ラ
ン
を
打
ち
出
し
て

あ
る
が
、
「
補
助
金
申
請
で
世
話
に
な
る
が
現
場
に
職
員

の
姿
が
な
い
。
」
知
る
事
、
感
じ
る
事
、
学
ぶ
事
、
考
え

る
事
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
重
要
と
考
え
る
が
。

⑥
農
協
、
普
及
所
と
一
緒
に
現
場
に
出
向
き
、
日
南
町
農
政

の
問
題
を
共
有
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

　
　
　
増
原
町
長

①
町
と
し
て
、
ま
ち
（
む
ら
）
づ
く
り
協
議
会
に
期
待
す
る

こ
と
は
、
住
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
理
解
と
協
働
の

意
識
で
あ
る
。

②
現
在
も
協
議
会
へ
の
依
頼
事
項
は
企
画
課
を
通
じ
て
行
う

ル
ー
ル
と
し
て
お
り
、
今
後
と
も
窓
口
と
し
て
精
査
と
調

整
を
行
っ
て
い
く
。

③
具
体
的
な
支
援
内
容
は
今
後
の
提
案
・
協
議
と
な
る
が
、

関
係
団
体
と
連
携
し
て
支
援
に
つ
い
て
提
案
し
て
い
く
。

④
農
業
生
産
法
人
は
15
団
体
、
常
時
雇
用
者
の
い
る
法
人
は

９
団
体
で
あ
る
。

⑤
住
民
の
中
に
入
り
、
住
民
の
意
見
を
聞
き
そ
れ
を
政
策
に

反
映
さ
せ
る
と
い
う
姿
勢
を
職
員
に
望
み
、
改
革
し
て
い

く
。

⑥
「
農
家
の
庭
先
に
農
政
を
」
を
肝
に
据
え
、
農
協
、
普
及

所
と
連
携
し
て
進
め
る
。

　
　
　
道
の
駅
オ
ー
プ
ン
に
向
け
加
工
品
の

　
　
　
進
捗
状
況
と
、
そ
の
後
の
対
応

①
試
食
会
出
品
者
は
個
人
、
団
体
何
名
か
。

②
オ
ー
プ
ン
後
、
道
の
駅
以
外
で
の
販
売
の
道
筋
は
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　
町
長

①
出
品
者
は
、
延
べ
2
回
で
個
人
が
13
人
、
団
体
が
９
団
体

で
あ
る
。

②
流
通
に
詳
し
い
事
業
者
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
新
た
な
販
売

方
法
に
取
り
組
む
。

問問

問問

地籍調査の進捗状況は

進捗率２４．５６％
調査終了見込み、２０５０年代か

答答

答答

問問答答 問問答答問問答答

問問答答

問問 現場主義で
　日南農政の一本化を

農協、普及所と
　連携して進める

答答
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町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

　
　
　
町
長
の
施
政
方
針

①
町
民
の
健
康
増
進
や
生
き
が
い
づ
く
り
推
進
を
目
的
と
し

て
、
「
ナ
イ
タ
ー
施
設
や
体
育
施
設
の
無
料
化
」
を
決
断

さ
れ
ま
し
た
。
施
設
利
用
者
に
喜
ば
れ
る
事
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
後
ナ
イ
タ
ー
照
明
の
改
修
を
平
成
30
年
度
に

計
画
を
さ
れ
て
い
る
が
、
改
修
後
も
無
料
化
を
継
続
さ
れ

る
の
か
を
伺
う
。

②
高
齢
者
が
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
「
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
補
助
金
制
度
の
簡
素
化
と
拡
充
」
を
図
り
、
高

齢
者
の
活
動
や
交
流
の
機
会
を
増
や
す
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
制
度
の
簡
素
化
と
拡
充
の
具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

　
　
　
丸
山
教
育
長

①
体
育
施
設
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
改
修
、
改
築

の
計
画
を
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
増
原
町
長

②
補
助
金
申
請
の
簡
素
化
を
図
る
た
め
に
、
申
請
は
専
用
様

式
で
な
く
事
業
計
画
書
と
総
会
資
料
を
添
付
す
る
こ
と
で

代
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
町
補
助
金
の
算
定
方
法
は
事

業
費
と
会
員
数
に
よ
る
が
、
会
員
一
人
当
た
り
の
算
定
額

を
3
0
0
円
か
ら
6
0
0
円
に
増
額
し
た
。
財
源
と
し
て

県
補
助
金
を
申
請
す
る
た
め
、
県
補
助
金
の
対
象
外
と
な

る
食
糧
費
・
入
場
料
に
つ
い
て
別
途
計
上
欄
を
設
け
た
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
環
境
対
応

①
鳥
取
大
学
と
日
南
町
と
の
連
携
事
業
の
一
環
で
、
日
野
川

源
流
域
に
お
け
る
水
質
・
生
態
系
調
査
が
、
２
０
１
４
年

７
月
〜
２
０
１
５
年
９
月
の
15
ヶ
月
間
15
回
行
わ
れ
、
そ

の
報
告
会
が
先
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
を
基
に
、
町
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
、
対

策
を
講
じ
よ
う
と
さ
れ
る
の
か
を
伺
う
。

②
以
前
よ
り
、
役
場
で
保
管
さ
れ
て
い
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
、
す
べ

て
廃
棄
処
分
さ
れ
た
の
か
を
伺
う
。

　
　
　
町
長

①
調
査
結
果
は
、
河
川
水
の
窒
素
過
多
に
よ
っ
て
下
流
域
の

農
業
被
害
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
の
裏
付
け
資
料
の
ひ
と

つ
と
な
る
も
の
。
一
方
で
、
２
年
間
の
調
査
で
解
明
で
き

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
調
査
研
究
の
継
続
を
依
頼
し
た
。

②
昨
年
12
月
に
分
析
を
終
え
、
２
月
に
専
門
業
者
と
運
搬
と

処
分
に
関
す
る
契
約
を
締
結
、
年
度
内
に
は
環
境
省
が
認

定
し
た
無
害
化
処
理
施
設
に
お
い
て
、
す
べ
て
焼
却
処
分

と
な
る
予
定
。

　
　
　
子
育
て
支
援

　
保
育
料
の
全
児
童
無
償
化
な
ど
子
育
て
支
援
策
の
拡
充
を

歓
迎
す
る
が
、
小
中
学
生
の
学
校
給
食
費
を
無
償
に
す
る
こ

と
を
提
案
す
る
。

　
　
　
増
原
町
長

　
保
育
料
の
無
償
化
な
ど
は
幼
児
教
育
の
中
で
憲
法
第
26
条

に
も
沿
う
と
考
え
る
が
、
衣
食
住
に
つ
い
て
は
民
法
第

8
1
8
条
の
養
育
権
、
親
権
に
属
す
る
義
務
と
考
え
て
い
る

た
め
、
無
償
化
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
「
安
全
保
障
関
連
法
案
」(

戦
争
立
法)

と

　
　
　
日
本
国
憲
法

①
安
倍
政
権
が
昨
年
9
月
19
日
に
「
安
全
保
障
関
連
法
」
を

強
行
採
決
し
て
か
ら
半
年
を
迎
え
、
3
月
末
に
は
法
律
が

施
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
国
会
に
は
、
こ
の
法
案
に

反
対
し
た
野
党
5
党
で
「
廃
止
法
案
」
を
提
出
し
て
い
る

が
、
あ
ら
た
め
て
見
解
を
問
う
。

②
自
民
党
は
憲
法
改
正
に
強
い
姿
勢
で
臨
ん
で
い
る
が
、
そ

の
改
憲
草
案
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

　
　
　
町
長

①
憲
法
論
議
を
行
わ
ず
周
辺
法
で
の
安
全
保
障
は
遺
憾
で
あ

る
。

②
自
衛
権
を
認
め
て
い
る
点
等
は
評
価
で
き
る
が
、
他
の
点

で
は
問
題
も
多
い
。

　
　
　
T
P
P
と
「
地
方
創
生
」

①
T
P
P
参
加
12
か
国
で
2
月
4
日
に
調
印
式
が
行
わ
れ
た

が
、
批
准
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。
国
・
県
は
影
響
試

算
を
発
表
し
て
い
る
が
、
日
南
町
の
試
算
を
明
ら
か
に
。

②
T
P
P
協
定
の
中
身
は
、
日
南
町
の
農
業
・
林
業
だ
け
で

な
く
医
療
や
保
険
、
食
の
安
全
な
ど
ど
の
点
で
も
大
問
題

で
あ
り
、
「
地
方
創
生
」
の
努
力
も
吹
き
飛
ぶ
大
矛
盾
だ

と
考
え
る
が
。

　
　
　
町
長

①
国
県
の
影
響
試
算
か
ら
、
本
町
主
要
農
産
物
の
米
、
野
菜

は
影
響
な
し
。
た
だ
し
、
畜
産
に
つ
い
て
は
輸
入
状
況
に

よ
っ
て
は
注
意
が
必
要
。

②
協
定
内
容
は
更
に
注
視
し
、
農
林
産
業
を
核
と
し
て
働
き

場
、
移
住
定
住
の
促
進
な
ど
本
町
創
生
を
目
指
す
。

　
　
　
同
一
労
働
同
一
賃
金

ど
の
調
査
を
見
て
も
官
民
問
わ
ず
、
非
正
規
労
働
者
が
４
割

と
な
り
、
そ
の
賃
金
格
差
も
拡
大
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ

る
。
町
内
の
労
働
実
態
調
査
を
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
そ
の
結
果
の
分
析
を
あ
き
ら
か
に
。

　
　
　
町
長

　
「
職
務
給
」
を
採
用
す
れ
ば
可
能
に
な
る
が
、
現
在
の
日

本
で
の
主
流
で
あ
る
「
職
能
給
」、「
年
齢
給
」
で
あ
れ
ば
、

現
在
は
難
し
い
。
ま
た
、
全
体
的
に
日
本
の
賃
金
が
高
い
と

言
っ
て
い
る
評
論
家
が
叫
ば
れ
て
い
る
の
も
、
全
体
の
賃
金

を
下
げ
る
結
果
と
な
り
は
し
な
い
か
危
惧
す
る
。

無料化になった体育施設（ナイター照明・社会体育館等）

問問

問問問問 問問

問問 問問

老人クラブの活動補助金制度の
　　　　　簡素化と拡充内容は

申請内容の簡素化と会員の
　　　算定額等を増額した

答答

問問 答答答答

答答答答答答

答答 答答

問問 小中学校の給食の無償化を

学校給食の無償化は
　　　考えていない

答答
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古都勝人議員足羽　覚議員

－10－－11－

町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

　
　
　
人
材
の
確
保

①
町
内
の
事
業
所
や
会
社
で
は
、
人
手
不
足
が
慢
性
化
し
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
ま
た
そ
の
対
応
策
は
。

②
町
民
に
一
番
関
わ
り
の
あ
る
、
役
場
、
病
院
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
日
南
福
祉
会
関
係
に
お
い
て
も
、
人
手
不
足
と
聞

く
。
そ
の
具
体
的
状
況
と
対
応
策
は
。

③
人
材
確
保
が
困
難
と
な
る
現
状
で
は
、
人
材
養
成
ま
た
は

育
成
の
時
期
と
な
っ
た
と
思
う
が
。

　
　
　
増
原
町
長

①
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
お
い
て
労
働
者
不
足
が
顕
在
化
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
各
企
業
独
自
の
方
策

に
よ
る
解
消
を
図
り
な
が
ら
、
行
政
は
移
住
定
住
推
進
の

取
り
組
み
に
企
業
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
仕
組
み
な
ど
を

検
討
し
て
い
く
。

②
い
ず
れ
の
事
業
所
に
お
い
て
も
、
現
在
、
ま
た
将
来
的
な

人
材
の
確
保
に
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
に
即
し
た
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

③
人
材
の
養
成
に
つ
い
て
も
各
企
業
独
自
の
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
が
、
町
と
し
て
も
定
住
対
策
の
視
野
も
含
め
た

資
格
職
な
ど
の
確
保
施
策
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
木
質
に
つ
い
て
）

①
太
陽
光
発
電
、
小
水
力
発
電
、
オ
フ
セ
ッ
ト
ク
レ
ジ
ッ
ト

な
ど
積
極
的
に
低
炭
素
化
に
む
け
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
家
庭
で
取
り
組
め
る
、
薪
ス
ト
ー
ブ
、
薪
ボ

イ
ラ
ー
、
サ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
設
置
に
か
か
る
補
助
の
状
況

は
。

②
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
事
業
は
現
在
ど
の
様
に
な
っ
て

い
る
か
。

③
Ｃ
Ｎ
Ｆ(

セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー)

研
究
で
ア
ジ
ア

で
始
め
て
日
本
人
３
名
が
「
森
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
」
と
も
言

わ
れ
る
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。
山
林
資
源
の
豊
富
な
日
南

町
に
と
っ
て
、
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
と
思
う
が
。

　
　
　
町
長

①
制
度
導
入
以
降
、
薪
ス
ト
ー
ブ
・
薪
ボ
イ
ラ
ー
購
入
者
へ

の
助
成
は
25
件
で
1
，1
4
1
千
円
、
太
陽
熱
温
水
器
へ

の
助
成
は
20
件
で
9
8
5
千
円
。

②
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
事
業
は
、
国
の
ふ
る
さ
と
雇
用

事
業
に
よ
り
平
成
21
〜
23
年
度
の
３
年
間
実
施
。
こ
の
間

の
年
間
平
均
販
売
量
は
1
6
，9
0
2
kg
／
年
で
、
平
均

販
売
額
は
6
4
7
千
円
／
年
。
平
成
27
年
度
の
販
売
見
込

み
は
1
8
，3
9
0
kg
／
年
で
、
販
売
額
は
9
4
5
千
円
。

③
こ
の
素
材
は
、
使
用
す
る
素
材
が
樹
種
を
問
わ
な
い
も
の

で
あ
る
。
本
町
広
葉
樹
の
活
用
が
期
待
で
き
る
。
今
後
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　
　
日
南
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化

①
日
南
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
地
域

の
農
業
法
人
が
率
先
し
て
色
彩
選
別
機
や
食
味
計
の
導
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
南
町
の
良
質
な
米
を
販
売
出
来
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
米
づ
く
り
に
、
こ
だ
わ
り
を
持

つ
小
規
模
農
家
も
、
こ
の
機
械
等
を
低
料
金
で
活
用
で
き

れ
ば
、
日
南
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
が
よ
り
図
れ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

②
町
内
で
、
資
格
を
持
っ
た
米
の
検
査
員
を
増
や
す
計
画
は

な
い
か
。

　
　
　

増
原
町
長

①
色
彩
選
別
機
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
農
業
法
人
や
大
型
農

家
で
導
入
が
進
ん
で
い
る
。
食
味
計
は
道
の
駅
直
売
所
に

導
入
予
定
。
一
般
農
家
に
も
是
非
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

②
当
面
は
JA
検
査
員
体
制
で
実
施
す
る
。

　
　
　

あ
か
ね
の
郷
の
火
災
誤
報

①
先
般
、
あ
か
ね
の
郷
の
火
災
報
が
流
れ
た
が
、
誤
報
が
発

生
し
た
原
因
を
問
う
。

②
火
災
報
知
機
の
作
動
後
の
対
応
（
避
難
誘
導
等
）
は
ど
の

様
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

町
長

①
原
因
は
施
設
内
火
災
報
知
器
の
ボ
タ
ン
を
入
居
者
が
誤
っ

て
押
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。
消
防
法
改
正
に
よ
り
自

動
通
報
装
置
を
設
置
し
て
お
り
、
消
防
局
に
直
接
通
報
が

入
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
、
誤
報
で
あ
る
こ
と

の
連
絡
ま
で
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
が
反
省
点
。

②
施
設
職
員
が
避
難
計
画
に
そ
っ
て
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
年
2
回
の
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
。
周
囲
か
ら

の
避
難
支
援
の
受
入
手
順
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

る
。

　
　
　

蕎
麦
の
６
次
産
業
化

　
日
南
町
の
蕎
麦
生
産
は
、
1
0
0
ha
の
面
積
が
有
り
な
が

ら
、
加
工
・
販
売
す
る
業
者
が
少
な
く
、
二
次
産
業
が
乏
し

い
。
そ
こ
で
、
出
雲
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
栽
培
面
積
が
あ

る
本
町
で
、
本
格
的
な
蕎
麦
の
生
産
を
行
い
、
出
雲
そ
ば
に

匹
敵
す
る
蕎
麦
処
と
し
て
、
６
次
産
業
化
が
図
れ
な
い
か
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　

町
長

　
気
象
条
件
に
影
響
を
受
け
、
収
穫
量
が
不
安
定
、
土
地
条

件
の
改
善
に
取
り
組
み
、
品
質
、
収
量
向
上
を
目
指
す
。

　
6
次
産
業
化
へ
向
け
、
町
内
需
要
の
掘
り
起
こ
し
に
努
め

る
。

問問

問問問問問問

問問

医療・福祉・介護の
人材確保が急がれる

移住定住推進対策と合わせて
　　　　人材確保を検討する

答答

答答

答答答答 問問答答

答答

問問 日南産米のブランド化推進を

食味計を道の駅に導入予定
　　　　一般農家にも開放

答答

薪ストーブが見直されています

道の駅に導入された食味計
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荒木　博議員

－12－－13－

町政のここが聞きたい

　
　
　
中
心
地
域
整
備
に
つ
い
て

①
大
田
原
地
区
の
商
業
ゾ
ー
ン
が
完
成
に
近
づ
い
て
い
る
が
、

住
宅
ゾ
ー
ン
の
整
備
は
い
つ
か
ら
開
始
す
る
の
か
。

②
住
宅
ゾ
ー
ン
の
中
に
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
と
子
育

て
世
帯
住
宅
の
予
定
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
運
営
形
態

を
と
る
の
か
。

　
　
　
増
原
町
長

①
28
年
度
に
は
民
間
資
本
に
よ
る
子
育
て
世
帯
向
け
賃
貸
住

宅
の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

②
ま
だ
福
祉
全
体
計
画
の
中
で
検
討
の
余
地
も
あ
る
が
、

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
は
、
民
間
資
本
に
よ
る
整

備
・
運
営
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
を
す
る
。
着
手
は
、
２

９
年
度
以
降
と
考
え
て
い
る
。
子
育
て
世
帯
用
住
宅
に
つ

い
て
は
、
全
体
計
画
の
中
で
協
議
し
て
、
利
子
助
成
等
に

つ
い
て
今
後
補
正
予
算
で
の
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
生
山
駅
付
近
の
分
譲
住
宅
に
つ
い
て

①
生
山
駅
付
近
の
住
宅
分
譲
地
の
募
集
は
少
し
で
も
早
い
ほ

う
が
良
い
と
思
う
が
、
い
つ
か
ら
開
始
す
る
の
か
。

②
分
譲
地
に
建
築
す
る
建
物
に
対
す
る
助
成
金
に
つ
い
て
問

う
。

　
　
　
町
長

①
年
内
に
は
造
成
工
事
を
完
了
し
、
造
成
完
成
ま
で
で
も
早

期
に
募
集
を
開
始
し
た
い
。

②
定
住
者
の
家
族
構
成
に
応
じ
た
建
築
資
金
助
成
制
度
を
検

討
し
て
い
る
。

　
　
　
子
育
て
住
宅
に
つ
い
て

①
土
地
の
賃
料
は
、
ど
の
く
ら
い
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
無
償
で
す
か
。

②
建
設
費
に
対
し
て
の
町
の
助
成
は
考
え
て
い
る
か
。

③
民
間
業
者
へ
の
募
集
は
、
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
町
長

①
無
償
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
現
在
の
と
こ
ろ
想
定
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
土
地
の
無
償
と
、
利
子
助
成
で
家
賃
を
安
く
し
て
頂
く
。

③
で
き
る
だ
け
町
内
業
者
の
皆
さ
ん
に
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

議　　案　　名

条例の制定
日南町職員の退職管理に関する条例
道の駅にちなん日野川の郷設置及び管理に関する条例
日南町地方活力向上のための固定資産税の
不均一課税に関する条例
条例の一部改正
日南町議会議員の議員報酬及び費用弁償等
に関する条例
日南町特別職の職員で常勤のものの給与及
び旅費に関する条例
日南町職員の給与に関する条例
日南町情報公開条例
日南町個人情報保護条例
日南町固定資産評価審査委員会条例
日南町特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例
日南町税条例等の一部を改正する条例
日南町手数料条例
地方公務員法の一部改正に伴う関係条例
行政不服審査法の施行に伴う関係条例
平成2７年度 補正予算
一般会計（第7号）
国民健康保険特別会計（第3号）
簡易水道事業特別会計（第3号）
農業集落排水事業特別会計（第2号）
介護保険特別会計（第3号）
介護サービス事業特別会計（第３号）
再生可能エネルギー発電事業特別会計（第３号）
病院事業会計（第3号）
一般会計（第8号）
平成28年度 予算
一般会計
国民健康保険特別会計
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
介護保険特別会計
介護サービス事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
再生可能エネルギー発電事業特別会計
病院事業会計
その他の議案
鳥取県行政不服審査会共同設置規約に関する
協議について
鳥取県自治体ＩＣＴ共同化広域連携協約の締結
に関する協議について
鳥取県行政不服審査会共同設置規約に関する
協議について
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結果

村
上
　
正
広

福
田
　
　
稔

久
代
　
安
敏

荒
木
　
　
博

近
藤
　
仁
志

坪
倉
　
勝
幸

大
西
　
　
保

山
本
　
芳
昭

古
都
　
勝
人

（
欠
　
員
）

惠
比
奈
礼
子

足
羽
　
　
覚

次頁に続く

問問

問問

大田原地区の住宅ゾーンの
　　　  整備は、いつからか

答答

答答

問問答答 問問答答

3月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳
賛成＝○　　反対＝×

２８年度に、子育て世帯向け
　賃貸住宅を計画している
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住宅ゾーン予定地
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議　　案　　名

その他の議案
町道の路線変更について
工事請負契約の変更について
（日南町総合文化センター空調設備等改修工事）
工事請負契約の変更について
（道の駅にちなんＡ・Ｂ棟新築工事）
工事請負契約の変更について
（道の駅にちなんＣ棟新築工事）
工事請負契約の変更について
（道の駅にちなんＤ棟新築工事）
日南町過疎地域自立促進計画の一部変更について
日南町過疎地域自立促進計画の策定について
損害賠償の額を定めることについて
請願・陳情
ＴＰＰ協定を国会で批准しないことを求める陳情
「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を
求める意見書」の採択を求める陳情書
所得税法第56条の廃止を求める意見書を国に
あげて下さい
発議
日南町住宅改修助成条例の一部改正について
日南町意欲ある農業者支援条例の一部改正に
ついて
ＴＰＰ協定の国会批准をしないことを求める
意見書提出について
安全保障関連法の廃止を求める意見書提出に
ついて
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結果

村
上　

正
広

福
田　
　

稔

久
代　

安
敏

荒
木　
　

博

近
藤　

仁
志

坪
倉　

勝
幸

大
西　
　

保

山
本　

芳
昭

古
都　

勝
人

（
欠　

員
）

惠
比
奈
礼
子

足
羽　
　

覚

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長裁決」という形で賛否表明をします。

3月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳

県下一元化に伴う保険料負担軽減措置、
基金の使途について報告を受けた。28年
秋頃、試算が可能となる予定であり、具
体的な対策はそれ以降になる。

29人乗りマイクロバス購入予定との報告
を受ける。

27年度の調査に基づき、28年度計画を策
定する。

事務の効率化、経費削減等のため、県と
連携するものであるとの説明を受けた。

委員会に付託された請願1件、陳情１件の
審査を行った。

平成33年度まで再延長された法律に基づ
く、過疎地域自立促進計画案について報
告を受けた。

英語検定等を薦めている。学力テストの
結果は可能な限り公表したい。土曜日授
業がある日に保護者参観や講演会等も実
施している。

総務教育常任委員会 
調査及び報告事項 結果及び意見

（15～18ページ）

担当課

今後の国民健康保険特別会計及び基金に
ついて

マイクロバス購入について

総合計画（過疎計画）等について

町営バス運行計画について

鳥取県自治体ICT共同化広域連携協約締結
について

学力向上事業の取り組みと成果について

請願・陳情審査

現地調査：三吉地区土砂崩壊事故現場
（平成28年1月25日に発生した三吉地区）

住  民  課

総  務  課

企  画  課

教育委員会

委  員  会

住  民  課

常任委員会と特別委員会の報告

1
月
27
日

3
月
15
日

新石見発電所の除塵機

　

次
の
３
件
の
事
故
に
つ
い
て
一

括
し
て
損
害
賠
償
額
を
、
上
限
１

億
円
と
す
る
こ
と
を
議
決
し
ま
し

た
。

■
平
成
28
年
１
月
25
日
に
発
生
し

た
「
新
石
見
小
水
力
発
電
所
」
の

土
砂
崩
落
に
よ
る
死
傷
及
び
家
屋

等
損
壊
の
賠
償
。

（
事
故
原
因
に
つ
い
て
の
詳
細
な

結
果
報
告
及
び
改
修
に
係
る
経
費

等
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
報
告
し

ま
す
）

■
新
屋
地
内
の
遺
跡
調
査
に
お
け

る
土
地
使
用
に
係
る
賠
償
。

■
平
成
28
年
２
月
３
日
、
菅
沢
地

内
で
発
生
し
た
公
用
車
の
交
通
事

故
に
よ
る
車
両
損
傷
（
２
台
）

件　　名 提　出　者 審　査　意　見 本会議

請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果
提出のあった請願・陳情は、３月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

所得税法第５６条の廃
止を求める意見書を国
にあげて下さい。

女性が事業主の場合、男性が所得を得るこ
とができなくなる。このため、女性差別と
は言えない。また、専従者給与については、
青色申告を選択すれば良いと考える。

民商鳥取県連婦人部
協議会
会長　西田美津子

「最低賃金の改善と中
小企業支援の拡充を求
める意見書」の採択を
求める陳情書

最低賃金の引き上げにより生活の安定を求
める趣旨は理解できるが、現下の経済情勢
では中小企業のみの支援や最低賃金の引き
上げは困難と考える。

鳥取県労働組合総連合
議長　田中　暁

ＴＰＰ協定を国会で批
准しないことを求める
陳情

経済福祉常任委員会
の審査では、賛成多数
で採択でしたが、本会
議で不採択となりました。

ＴＰＰは国内対策
が講じられており、
批准しても問題は
ない。

農民運動鳥取県連合会
今本　潔

不採択

不採択

不採択

賛成＝○　　反対＝×

３
月
定
例
会
の
最
終
日
に
、

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
追

加
議
案
が
提
案
さ
れ
、
平
成

27
年
度
補
正
予
算
と
合
わ
せ

て
議
決
し
ま
し
た
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議
員
　
最
初
に
、
日
南
町
を
選

ん
だ
理
由
は
、
不
安
は
？

若
手　

研
修
制
度
が
あ
っ
た
か

ら
、
そ
れ
と
空
き
家
情
報
が

あ
っ
た
の
が
大
き
か
っ
た
。

若
手　

研
修
制
度
が
充
実
し
て

い
る
か
ら
、
来
て
驚
い
た
の
は

雪
が
多
い
い
こ
と
。

議
員　

地
域
に
入
っ
て
住
み
易

い
か
、
近
所
付
き
合
い
は
で
き

て
い
る
か
？

若
手　

神
戸
で
は
自
治
会
活
動

が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
慣
れ

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、
仕
事

も
あ
る
の
で
調
整
し
て
や
っ
て

い
る
。

若
手　

霞
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住

ん
で
い
る
、
両
隣
に
子
供
が
い

て
自
分
の
子
供
と
一
緒
に
遊
ん

で
住
み
や
す
い
。

若
手　

イ
ベ
ン
ト
が
多
す
ぎ
る

と
感
じ
る
。
無
理
し
て
出
て
い

る
時
も
あ
る
が
仲
良
く
受
け
入

れ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

若
手　

丸
山
で
５
年
に
な
る
。

行
事
は
多
い
と
感
じ
る
が
、
参

加
す
る
と
職
場
の
人
か
ら
「
頑

張
っ
て
い
る
な
」
と
、
喜
ば
れ

る
。
信
用
も
何
も
な
い
状
況
で

移
住
し
て
、
自
分
が
ど
ん
な
人

間
か
行
事
を
通
じ
て
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
も
必
要
。

若
手　

自
治
会
活
動
に
参
加
し

た
い
が
、
お
酒
が
呑
め
ず
付
き

合
い
方
が
わ
か
ら
な
い
の
で
不

安
。

若
手　

自
治
会
に
も
参
加
し
て

い
る
が
、
忙
し
い
時
期
は
農
業

を
優
先
し
て
も
よ
い
と
言
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
。

若
手　

最
初
は
福
寿
実
、
次
は

丸
山
で
、
そ
し
て
現
在
は
中
石

見
に
住
ん
で
い
る
が
、
ど
こ
で

も
良
く
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

で
も
若
い
人
が
少
な
い
の
が
残

念
。

若
手　

結
婚
し
て
子
供
が
生
ま

れ
た
が
、
地
域
の
家
族
・
子
供

と
し
て
看
て
く
れ
る
。
距
離
感

が
心
地
よ
い
。

若
手　

保
育
料
の
無
料
化
の
話

が
で
て
い
た
が
。

議
員　

そ
の
通
り
、
も
っ
と
手

厚
く
で
き
な
い
か
意
見
書
を
出

し
て
い
る
。

議
員　

生
活
が
成
り
立
っ
て
い

る
か
？

若
手　

経
営
的
に
は
や
れ
て
い

る
。

若
手　

給
付
金
が
切
れ
た
ら
苦

し
く
な
る
。
冬
期
間
に
ど
う

や
っ
て
稼
ぐ
か
重
要
。
除
雪
を

し
て
い
る
人
も
い
る
が
、
冬
期

間
に
稼
げ
る
手
段
を
紹
介
し
て

欲
し
い
。

議
員　

（
株
）
オ
ロ
チ
が
ア
ル

バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
る
、
野

菜
を
作
り
な
が
ら
ア
ル
バ
イ
ト

を
す
る
方
法
は
？

若
手　

そ
れ
も
あ
り
と
思
う
が

農
林
業
研
修
生
募
集
の
時
に
、

冬
期
間
の
仕
事
に
つ
い
て
提
案

し
て
知
ら
せ
る
べ
き
。

議
員　

冬
期
間
の
仕
事
が
昔
か

ら
の
課
題
。
就
農
認
定
す
る
時

に
、
就
農
計
画
に
書
き
に
く
い

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
変
わ
っ

て
き
て
い
る
の
で
今
後
、
良
く

な
る
と
思
う
。

若
手　

グ
ロ
ー
バ
ル
日
南
で
働

い
て
い
る
、
都
会
よ
り
賃
金
は

安
い
か
も
し
れ
な
い
が
生
活
に

お
金
が
か
か
ら
な
い
。
野
菜
を

も
ら
っ
た
り
、
家
賃
が
安
い
の

で
安
定
し
て
生
活
で
き
て
い
る
。

議
員　

研
修
は
順
調
？

若
手　

２
年
目
か
ら
ト
マ
ト
を

作
る
予
定
で
、
ア
ル
フ
ァ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
で
世
話
に
な
る
が
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
予
定
を
早
く
教

え
て
ほ
し
い
。

エ
ナ
ジ
ー　

現
在
調
整
中
で
す
。

議
員　

早
く
作
成
し
て
安
心
を
。

農
林
課
も
指
導
し
な
い
と
研
修

生
が
困
る
。

農
林
課　

農
家
も
教
え
る
体
制

を
と
っ
て
協
力
的
で
あ
る
、
協

力
農
家
に
入
れ
ば
力
量
が
身
に

付
く
仕
組
み
は
で
き
て
い
る
。

固
定
的
な
シ
ス
テ
ム
を
作
成
す

る
こ
と
は
重
要
。

議
員　

就
農
す
る
時
の
住
宅
の

確
保
が
心
配
。
空
き
家
は
有
っ

て
も
改
修
費
が
掛
か
る
。
要
望

や
意
見
を
聞
き
た
い
。

若
手　

空
き
家
を
購
入
し
た
。

地
域
に
溶
け
込
む
た
め
に
は
、

空
き
家
を
改
修
し
て
住
む
こ
と

は
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。
ア

パ
ー
ト
や
定
住
施
設
の
建
設
も

よ
い
が
、
そ
れ
で
空
き
家
が
廃

墟
に
な
る
町
は
人
に
勧
め
ら
れ

な
い
。
結
婚
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム

し
た
が
多
額
な
お
金
が
掛
か
っ

た
。

エ
ナ
ジ
ー　

町
の
住
宅
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
は
沢
山
の
登
録
が
あ

る
が
す
ぐ
住
め
る
家
が
な
い
、

空
き
家
を
直
す
補
助
金
が
あ
れ

ば
有
難
い
。

議
員　

農
林
業
で
は
作
業
小
屋

や
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で

は
。

若
手　

住
居
と
併
せ
て
物
置
も

重
要
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
道
具
の

盗
難
が
心
配
、
作
業
場
と
し
て

も
活
用
。

農
林
課　

空
い
た
納
屋
を
借
り

る
こ
と
も
良
い
の
で
は
。
初
期

の
金
の
掛
か
る
と
き
は
支
援
す

る
の
で
、
補
助
制
度
も
有
効
に

活
用
し
て
ほ
し
い
。

議
員　

林
業
の
方
の
考
え
は
？

若
手　
研
修
で
自
伐
林
業
を

知
っ
た
。
自
分
の
山
を
も
っ
て

自
分
の
木
を
切
る
事
が
で
き
る

と
な
れ
ば
話
題
性
も
あ
り
、
そ

れ
を
外
に
発
信
し
て
い
け
れ
ば

と
思
う
。
山
林
バ
ン
ク
を
作
れ

な
い
か
。

エ
ナ
ジ
ー　

難
し
い
面
も
あ
る

が
、
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。

農
林
課　

取
得
す
る
に
は
費
用

が
か
か
る
、
経
営
権
を
持
て
れ

ば
や
れ
な
い
こ
と
は
な
い
と
思

う
。

若
手　

農
地
が
２
０
２
０
年
ま

で
の
契
約
、
更
新
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
不
安
。

農
林
課　

農
地
法
も
長
期
契
約

に
関
し
て
規
制
が
あ
っ
た
が
、

20
年
契
約
も
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
検
討
す
る
。
利
用

権
設
定
も
事
前
に
協
議
す
る
の

で
大
丈
夫
。

委
員
長
　
研
修
生
の
約
４
割
の

方
が
日
南
町
を
去
ら
れ
た
な
か
、

日
南
町
を
選
ん
だ
皆
さ
ん
に
定

住
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
後

と
も
議
会
・
農
林
課
・
エ
ナ

ジ
ー
へ
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
述

べ
て
い
た
だ
き
住
み
や
す
い
町

に
し
た
い
。
本
日
は
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農林業研修生定住状況　平成21年度～平成27年度

農業
研修生

林業
研修生 合計 研修中 独立就農 農業法人等

就職
林業事務所
就職

町内他産業
就職

研修終了後
転出

研修中途
転出

定住率

２５人 １９人 ４４人 ５人 １０人 ４人 ４人 ４人 ８人 ９人 61.40%

遊具広場で友達と

若手移住者との意見交換会

改修したリビングで夢を語り合う

炭焼き研修中

お隣さんまで家族で散歩

冬はバイトで、米子道の除雪

経済福祉常任委員会

Ｉターン者との意見交換会を開催し、農林業研修生を指導する（財）エナジーにちなんの担当者にも同席頂き、
現在の状況や問題点などお聞きしました。　　　　　　　　　　　　   （平成28年3月15日、参加者12名）

若手移住者との意見交換会
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こ
の
度
、
日
南
町
議
会
で
は
「
議
会

だ
よ
り
保
存
版
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

昭
和
55
年
の
創
刊
号
か
ら
平
成
27
年
の

第
１
４
１
号
ま
で
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

「
町
報
に
ち
な
ん
（
現
在
は
広
報
に

ち
な
ん
）
」
は
第
１
号
か
ら
の
縮
刷
版

が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
町
の
歴
史
を
振

り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
今

回
発
行
し
た
「
議
会
だ
よ
り
保
存
版
」

を
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

　

保
存
版
は
次
の
場
所
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
ま
た
、
貸
出
も
で
き
ま
す
の
で
、

是
非
ご
活
用
下
さ
い
。

・
日
南
町
図
書
館

・
各
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

・
日
南
町
議
会
事
務
局

  

日
南
町
農
業
委
員
会
の
農
業
委
員
及
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
に
関
す
る
条

例
の
制
定

日
南
町
農
業
委
員
会
の
農
業
委
員
及
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
を
定
め
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　

藤
原
泰
則
議
員
の
辞
職
に
よ
り
議

員
定
数
12
名
の
議
員
は
、
１
名
欠
員

で
11
名
と
な
り
ま
す
。

　

議
員
の
補
欠
選
挙
は
、
定
数
の
６

分
の
１
以
上
の
欠
員
が
生
じ
な
い
限

り
、
平
成
30
年
２
月
の
町
長
選
挙
と

同
時
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
12
月
３
日

　
京
都
府
京
丹
波
町
議
会

　

木
造
庁
舎
建
築

■
12
月
18
日

　
高
知
県
中
土
佐
町
教
育
委
員
会

　

土
曜
日
授
業
に
係
る
取
り
組
み

■
12
月
25
日

　
鳥
取
県
琴
浦
町
役
場

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

■
２
月
３
日

　
群
馬
県
吉
岡
町
議
会

　

議
会
改
革
の
推
進

■
２
月
26
日

　
島
根
県
奥
出
雲
町
議
会

　

議
会
改
革
の
推
進

■
３
月
15
日

　
鳥
取
市
大
村
地
区
公
民
会

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

平
成
28
年
1
月
19
日

第
１
回  

臨
時
会

10 人
（うち学識経験者 1人、

女性 2人）※2

　

平
成
28
年
２
月
16
日
、
鳥
取

県
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
、
町

村
議
会
議
員
と
し
て
25
年
以
上

在
籍
し
、
功
労
の
あ
っ
た
者
と

し
て
坪
倉
勝
幸
議
員
が
自
治
功

労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

坪
倉
議
員
は
、
平
成
２
年
の

補
欠
選
挙
で
初
当
選
し
、
そ
の

後
連
続
当
選
さ
れ
、
日
南
町
議

会
で
は
庁
舎
建
設
に
か
か
る
調

査
特
別
委
員
会
委
員
長
、
市
町

村
合
併
問
題
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長
、
議
会
基
本
問
題
調
査

特
別
委
員
会
委
員
長
、
議
長
な

ど
を
歴
任
さ
れ
、
長
き
に
わ
た

り
、
地
域
振
興
お
よ
び
住
民
福

祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

自
治
功
労
者
表
彰

直売所 レストラン

・お買い物を通じて日南町の森
林保全に寄与。森林が守られ
ることにより水も空気もおいし
い食べ物も守ることに！

・J-VERの販売
・消費者様が購入さ
れた商品に付与され
たJ-VER販売金額
を活用し、日南町の
森林整備へ役立て
る。

森林保全活動 日南町

道の駅
『にちなん日野川

の郷』

1品1円のJ-VERを付与して
商品販売（寄付型オフセット商品）

商品を1品購入することにより1円
が日南町の森林保全活動に

消費者様

議
決
し
た
お
も
な
も
の

議会だより保存版を
発刊しました

藤
原
泰
則
議
員（
生
山
）が
、

２
月
29
日
付
け
で
議
員
辞
職

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２７
年
度
　

　
行
政
視
察  

受
入
状
況

　
　
　
　
　
　
（
１２
月
１
日
以
降
）

条
例
の
制
定

お
問
合
せ
は
議
会
事
務
局

　

電
話
82 ｰ 

１
９
０
０
ま
で

※1　2010年農林業センサスより  
※2　女性委員については努力目標とする。  

日
南
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

地域名 経営耕地
面積（ha）※1

農業委員
（人）

推進委員
（人）

1 1 0
1 0 8
2 2 6
1 2 5
9 2
1 2 5
2 6 9

1 , 0 5 5 1 0

大　　　宮
阿　毘　縁
山　　　上
多　　　里
日　野　上
福　　　栄
石　　　見
合　計

1
1
2
1
1
1
2
9

建物は予定通りである。Ａ型作業所は、
ＭＡサービスの子会社「（株）しんしあ」が
行う。

道の駅で商品で、２通り（店舗内は１円、
外部販売はもらわない）あるのはおかし
い。とる方向で検討すべきである。

外部販売も、寄付型オフセット商品として１円
をもらう。寄付金の流れについての説明を受
けた。
消費者⇒ＭＡサービス⇒カルビー⇒日南町

道の駅開設式及びオープニングイベント
の説明を受けた。人員確保も出来ている。

現在の会長は駅長となっているが、出荷
者の立場では利益相反となりおかしい。
３月２４日の総会で役員改選を行う。

若者世帯住宅を７戸と高齢者住宅を計画
している。若者世帯住宅の建設及び管理
については、民間事業者と考えている。

総会で、新会長と３名の副会長の報告を
受けた。現在の会員数１３４名。ＰＯＳ
レジ研修４月６日実施１００名参加した。

中心地域整備に関する調査特別委員会
調査及び報告事項

現地調査：道の駅にちなん日野川の郷

結果及び意見担当課

道の駅の進捗状況について

出荷者協議会の総会について

住宅ゾーンについて

寄付型オフセット商品の販売について

道の駅の進捗状況について

出荷者協議会の状況ついて

寄付型オフセット商品の販売について、
外部販売は１円をもらわない。

企画課

農林課

企画課

企画課

農林課

３
月
１６
日

４
月
１１
日

寄付型オフセット商品の仕組み

－18－－19－
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日
一
日
と
暖
か
く
な
り
、
ト
ラ
ク

タ
ー
の
エ
ン
ジ
ン
音
に
せ
か
せ
ら
れ

農
作
業
が
忙
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

道
の
駅
を
中
心
と
し
た
巡
回
バ
ス

の
運
行
が
週
7
便
4
月
１
日
か
ら
始

ま
り
、
今
月
22
日
に
は
道
の
駅
「
日

野
川
の
郷
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
町
民
一
丸
と
な
っ
て
賑
わ
い
の

あ
る
町
づ
く
り
の
為
に
盛
り
上
げ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
国

勢
調
査
の
速
報
値
が
提
示
さ
れ
ま
し

た
。
人
口
が
4
7
6
4
人
、
高
齢
化

率
4
9
.
7
％
、
5
年
前
と
比
較
す

れ
ば
6
9
6
人
減
、
高
齢
化
率
も

3
％
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
こ
の
先
10

年
、
20
年
を
見
据
え
れ
ば
ど
ん
な
姿

が
想
像
出
来
る
の
か
「
住
ん
で
良

か
っ
た
」
「
住
ん
で
み
た
い
」
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
と
、
小
さ
く
て
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
町
で
あ
り
た
い
と
想

う
こ
の
頃
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田　

記

日
南
町
を
選
ば
れ
た
き
っ
か
け
は
？

　

ネ
ッ
ト
の
研
修
生
募
集
サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
知
り

決
め
ま
し
た
。
大
学
を
卒
業
し
て
会
社
勤
め
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
都
会
の
暮
ら
し
が
肌
に
合
わ
な
く
て
、
静
か
な
田
舎

が
い
い
と
移
住
を
決
意
し
ま
し
た
。

農
業
ど
う
で
す
か
？

　

２
年
間
の
研
修
を
終
え
、
ト
マ
ト
栽
培
を
始
め
て
５
年
に

な
り
ま
す
。
規
模
拡
大
な
ど
い
ろ
ん
な
悩
み
は
あ
り
ま
す
が
、

な
ん
と
か
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
青
年
就
農
給
付
金

事
業
に
よ
り
、
所
得
補
償
制
度
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
が
大
変
で
す
。
個
人
的
に
は
３
０
０
万
は
稼
が
な
い
と
生

活
で
な
い
と
思
い
ま
す
。

近
所
付
き
合
い
と
か
ど
う
で
す
か
？

　

日
南
町
に
来
て
か
ら
２
回
引
っ
越
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
集
落
で
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
、
付
き
合
い
も
続
い
て
い

ま
す
し
、
地
域
の
行
事
に
も
忙
し
く
な
く
て
誘
い
が
あ
れ
ば

で
き
る
だ
け
参
加
し
て
い
ま
す
。

日
南
町
の
「
婚
活
」
に
は
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

結
婚
で
す
か…

。
今
は
頭
に
な
い
と
い
う
か
、
仮
に
結
婚

し
て
も
苦
労
ば
っ
か
り
で
パ
ー
ト
ナ
ー
を
幸
せ
に
で
き
る
か

不
安
で
す
。

新
し
く
「
道
の
駅
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
が
。

　

今
は
ト
マ
ト
だ
け
で
な
く
シ
イ
タ
ケ
栽
培
や
葉
物
野
菜
も

作
付
し
て
い
ま
す
の
で
出
荷
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
店
員
の

方
に
は
商
品
の
特
長
を
し
っ
か
り
説
明
し
て
、
お
客
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。
ど
れ
だ
け
賑
わ
う

か
、
最
初
が
肝
心
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
南
町
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

　

や
っ
ぱ
り
冬
期
間
に
安
定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
る
仕
事
が

あ
る
町
に
し
て
ほ
し
い
。
農
閑
期
に
は
バ
イ
ト
で
今
ま
で
の

研
修
が
生
か
せ
る
仕
事
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と
子
育
て
世
代
に
し
っ
か
り
税
金
を

使
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　　　

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　

委 

員 

長　

久
代　

安
敏

　
　
　

副
委
員
長　

足
羽　
　

覚

　
　
　

委　
　

員　

大
西　
　

保
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福
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神奈川県
(横須賀市)
神奈川県
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